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 長靴職人現る！ 

お天気の良い晴れた日に、長靴の子が二人。なぜかなぁ～と思っている

と、学習時間が終わると築山へ一目散！！昨日は、一人は汚れないように

遊んでた子。もう一人は、汚れて着替えて又どろどろになってた子。 

どちらも今日は思いっきり遊べる長靴です。ズボンも長靴の中にインしています。よく聞いてみると

二人で打ち合わせをして『明日は、長靴にしよう！！』となったようです。大きな学年が泥遊び？？と

思っていましたが、したいことのために準備をし、準備をしたからこそその日一日どっぷり泥遊びには

まり込んでいる姿は、これも生きる力だなぁと、思わせてもらえる場面でした。翌日長靴職人が又増え

て、その日にしていた子は石の大きさを変えて敷き詰め、浄水！！と、高度な遊びに発展していました

よ。お天気の良い日に長靴だったので、その後おやつの時間でクラブに入ると、なんだか足元からいい

香りがぷ～んとただよっていましたが・・・。（笑） 

「築山の泥遊びの過程」 

去年泥の中を泳ぐ → ただ掘る・水を流す → グループで協力しながら道をつける → 長靴職人

一箇所から水を流し、大きな池に水をためる → その中でリーダーをつくり、会社組織ごっこも加わ

る → 石を敷き詰め始める → 水がだんだんきれいになっていく様子を楽しむ 

 （同じ子ばかりではなく、いろんな子がかかわりながら。） 
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齢
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と
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と
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憩
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指
導
員
と
し
て
は
、
も
っ
と
年
齢
に
あ
わ
せ
た
外
出
が
さ
せ

て
や
り
た
か
っ
た
と
後
悔
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
今
年
の
ド
ラ

え
も
ん
を
観
る
た
び
み
ん
な
で
観
た
な
ぁ
～
。
と
こ
の
日
の
こ

と
を
思
い
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
。(

高
橋) 



日々のエピソード 

『困ったときは、お互い様！』 

女子と泥団子作りをしていたときのことです。ある子が『泥とってきて！』と言ったので、 

『自分のものは、自分でとりに行く！』と返しました。『困ったときは、おたがいさまでしょ。』と・・・ 

思わず笑ってしまいました。 (^.^)                    （つっちーの日誌より） 

『築山でエコを語る！！』 

築山の泥んこ軍団が池に水をためているのを見て、ある子が『地球温暖化について考えたことない

の？』と言い出した。泥んこ職人達その言葉にタジタジ・・・(-_-;)  『だって・・』と反論しようと

するけれど勢いに負けてしまいます。それを側で聞いていた子達がまじまじと『地球温暖化は、たいへ

んだよなぁ～。』 

と言っている。困った一人が『副リーダーに聞いてみる。』とその場をかわします。そこへ新たな子がき

て『使う量を決めてみたら？』『それは、それは良い案。』と子ども同士で解決策を考えられた。 

                                   （ななちゃんの日誌より） 

『全箱使ったカプラ』 

男子のカプラ職人達。いつもは、いくつかに分かれて作品を作るのに、共同して『全箱使った！！』

と自慢していました。一番難しかったところは、『つなげるところだった』とか・・・。 

                                   （おくちゃんの日誌より） 

『二度目は、バッチリ！！』 

 朝の会のときパズルマットが片付け切れなくて、みんなを待たしてしまった低学年女子軍団。お昼ご

はんのときには、自分達で時計を見て行動できて座れていました。それを見て嬉しかった。 

                                   （かなちゃんの日誌より） 

『NEW野球』 

 女子も加わり今までと違うメンバーでの野球を始める。今までしていたメンバーが中心になりグッパ

をし直して始めたが、キャリアの違いに少しギクシャク。中心メンバーが親切に教えたり、弱めに投げ

てやるなど、みんなで出来るように頑張っていた。しかし低学年メンバーが加わると、それもうまくい

かず、解散。なかなか大きな輪になるのはむずかしい。  

                                   （みかちゃんの日誌より） 

 

☆☆☆☆☆ 4月 7日～9日 新 1年生パラダイス ☆☆☆☆ 

7日からは 10名の新 1年生のみでした。初めてのかいのきで遠慮がちだった新 1年生も、この

間は徐々にはじけていき、思いっきりしたい遊びを存分にして過ごします。でも、みなしっかり

勉強はするし、馬＆お花見でお出かけの時も何も言わなくても 1 列に並ぶし、何をして遊ぶか

で意見が分かれてもどうしたらいいかを話し合って決めていくし、なんてすごいんだ！！とその

力にとても驚きました。他の指導員は学校が始まると来れなくなってしまうので、大体私が毎年

この期間保育に入りますが、いざこざがこんなに少なかった年は初めてでした。（じゅんちゃん） 


